








目的 

 小児期に発生するパラプレジアは、二次的に股関節脱臼、足部変形をきたし以前より整

形外科領域の重要な問題として治療されてきた。しかし今日までその脊柱変形に関しては

あまり注目されていなかったと云っても過言ではなかろう。 

 発育途上にある小児のパラプレジアは、成人のパラプレジアとは大きく異なっている。

それは成長と共に種々の原因により脊柱変形をきたし易いことで、歩行訓練、社会復帰へ

の障害をさらに重度とすることである。それ故に、その変形を未然に防止する努力は必要

である。 

 この様な意図から，小児期に発生するパラプレジアの北海道内における実態を調査する

ことを目的とし、アンケート調査を行い、また小児パラプレジアの登録を開始した。 


